
２０２６年３月８日（日） 日本基督教団 大宮教会 
大宮教会ビジョン 
「すべての人を喜びあふれる神の家族へ」 

‐聖書の御言葉に生きる共同体を造り上げる‐ 
    （マタイによる福音書28：19～20） 

朝 第 １ 礼 拝  9:00～10:00      
朝 第 ２ 礼 拝 10:30～11:45   
<神 の 招 き >  
前 奏 ①イエスキリスト、我ら汝に感謝す       バッハ 

               ②人よ、汝が罪の大いなるを嘆け           バッハ 

招 き の 詞 イザヤ書５５：６～７ 

交 読 詩 編 ３１：８～１４ 

讃 美 歌 １２ 

<神 の 言 葉 > 

聖 書 出エジプト記４０：１７～３８ 

   (旧約 聖書協会共同訳150頁) 

        ヘブライ人への手紙３：１～６          

(新約 聖書協会共同訳394頁) 

祈 祷      

讃 美 歌  ５９ 

説 教 ｢わたしたちこそ神の家｣ 

熊江秀一牧師 

祈 祷                

黙 想 

讃 美 歌 ３００ 

<神への応答> 

使 徒 信 条  

献 金 

主 の 祈 り 

宣 教 報 告②   

頌 栄 ２９ 

派遣と祝福 

後 奏  ①キリスト､神の小羊             バッハ 
               ②イエスはわが喜び                   バッハ 

宣 教 報 告①     

夕 礼 拝 18:00～19:00  

<神 の 招 き > 

前 奏  ああ主よ、哀れな罪人我を   テレマン 

招 き の 詞  イザヤ書５５：６～７ 
交 読 詩 編  ３１：８～１４ 
讃 美 歌  １１ 

<神 の 言 葉 > 

聖 書  詩編３７：１〜１１、 

(旧約 聖書協会共同訳853頁) 

        ルカによる福音書６：３７〜４２ 

(新約 聖書協会共同訳112頁) 

祈 祷     

讃 美 歌 ２９９ 

説 教 ｢人を裁くな｣   佐藤潤伝道師 

祈 祷        

黙 想 

讃 美 歌 ４６７ 

<神への応答> 

使 徒 信 条  

献 金 

主 の 祈 り 

宣 教 報 告 

頌 栄 ２６ 

派遣と祝福 

後 奏 心よりしたいまつる        パッヘルベル 

今週の御言葉  
しかし、キリストは御子として神の家を忠実に治め

られます。もし確信と希望に満ちた誇りとを持ち続

けるなら、私たちこそ神の家なのです。 

      (ヘブライ人への手紙３：６） 

次週の礼拝（3月15日）定期教会総会 

① ９：００、② １０：３０ 
説教「今日という日に励まし合って」 

熊江秀一牧師 
詩編９５：１〜１１、 

ヘブライ人への手紙３：７〜１９ 
交読詩編２７：７～１４ 

讃美歌１４、５０、３０３、２９ 

夕 １８：００ 

説教「聞いて、行う」 

佐藤潤伝道師 

サムエル記上１５：２２〜３１、 

ルカによる福音書６：４３〜４９ 
交読詩編２７：７～１４ 

讃美歌１３、３００、４１１、２６ 

■今週の祈祷課題■  独り祈る時、共に祈る時にお覚えください。 
１．キリストの体なる教会が豊かに形成される為に ２．東日本大震災と能登半島地震の被災者の為に   
３．レント（受難節）の歩みの為に ４．各部（壮年・婦人・青年・新しい会）の為に 
５．定期教会総会の為に ６．長老選挙の為に  
７．関連幼稚園（大宮・植竹・白百合）の卒園式の為に ８．日本基督教団の宣教の為に 
９．イスラエルとパレスチナ、ウクライナ、世界の平和の為に １０．病気の兄姉の為に 

＊関東教区お祈りカレンダー 本庄教会  本庄旭教会 

受難節第３主日 

 

 



◇先週の説教より「大祭司イエスによる救い」ヘブライ人への手紙2章14～18節、レビ記16章2～10節 熊江秀一牧師 

受難節の主日に、十字架の苦難によって私たちに救いを成し

遂げて下さる大祭司イエスを心に刻もう。 

大祭司は神殿の至聖所に入ることができる唯一の人であっ

た。贖いの日、そこで大祭司は犠牲を捧げて、イスラエルの罪

の赦しを祈った。しかしそれでも人間の罪の完全な贖いにはな

らなかった。むしろ民は罪を重ねて歩んできた。 

そんな私たちのために神は大祭司イエスを立てた。その姿が

二つの言葉で語られる。一つは「忠実な」大祭司。神に対して

忠実であり、それによって完全な贖いを成し遂げることができ

る。もう一つは「憐れみ深い」大祭司。私たちのことをよく理

解し、愛して下さる大祭司である。この大祭司イエスによって

神との間に平和が与えられる。 

私たちの罪の現実は深刻であった。「死の恐怖のために一

生涯、奴隷」となり、「死の力を持つ者、悪魔」に支配さ

れていた。その私たちのために大祭司イエスは、「ご自分 

の死によって」、悪魔の支配を「無力にし」、「死の恐怖

のために一生涯、奴隷となっていた人々を解放」して

下さった。 

そしてそのために「あらゆる点できょうだいたちと

同じように」なられた。 

それは二つの意味を持つ。主イエスが私たちと同じ

血と肉と持つ者となられたということ。さらに主イエ

スが私たちと同じ経験をされたということ。大祭司イ

エスは私たち人間と同じ肉と血を持ち、私たちが経験

する試練のすべてを知って、とりなして下さった。そ

して十字架によるご自分の死によって、悪魔に勝利さ

れ、罪と死を滅ぼした。大祭司イエスによって、私た

ちは死の恐怖から解放され、平和が与えられる。しか

もこのお方は復活する。 

十字架の苦難によって救いを成し遂げて下さる大祭

司イエスの救いの恵みを心に刻もう。 

＊礼拝中、起立がご無理な方は、着席のままどうぞ。＊◦は祈祷当番の方。＊①は朝第1礼拝、②は朝第2礼拝、夕は夕礼拝。 
 


